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人事院事務総局 

職員福祉局職員福祉課長 

 

新型コロナウイルス感染症に関する妊娠中の女子職員の業務軽減

等の取扱いについて（通知） 

 

人事院規則１０―７（女子職員及び年少職員の健康、安全及び福祉）第６条

第１項に規定する妊産婦である女子職員の業務軽減等に関し、妊娠中の女子職員

が、母子保健法（昭和４０年法律第１４１号）に規定する保健指導又は健康診査

に基づき、当該女子職員の業務等における新型コロナウイルス感染症（病原体が

ベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和２年１月に、中華人民共和国か

ら世界保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新たに報告されたも

のに限る。）であるものに限る。）に感染するおそれに関する心理的なストレス

が母体又は胎児の健康保持に影響があるとして、医師等によりこれに関して指導

を受けて請求した場合、同項の「業務を軽減し、又は他の軽易な業務に就かせ」

ることには、出勤による負担の軽減のため在宅勤務・テレワークを命じ、又は新

型コロナウイルス感染症の感染のおそれの低い他の業務に就かせることが含まれ

ると解されるので、念のため通知します。 

妊娠中の女子職員から当該請求があった場合には、適切かつ速やかに対応す

るようお願いします。 
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